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蓄
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B
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P
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補
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、

たし
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J
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M
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補
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4

一
円
や
上
有
補
助
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B
G
R
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i

ハ
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ハ
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用
r
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、
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つ
の
E
b
f
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J
Z
V
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一
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ご
什
過
失
を
恭

準
に
不
人
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べ
仲
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係
L
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認
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!
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、
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い
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な
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何
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八
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、
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に
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汎
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す
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岩
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が
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追
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E
e
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t
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い
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緯
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一
詳
述
す
る
口

B
G
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六
六
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ぐ
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伝
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日
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る
伝
統
的
品
川
は

B
G
日
六
六
条
項
を
代
表
一
内
刊
の
高
間
的
帰
結
〆
一
理
解
1

二、
z
r
t
r

こ
戸
一
で
は
、
話
円
通
1
r
九
時
代
の
パ
リ
説
の
引
に

B
G
R
の
Jυ
決
潰
限
で
の
詩
人
川
、
戦
前
の
d

d

説
を
慨
q
L
t
、
伝
統
的
通
説
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
l

仏
れ
や
叫
附
言
す
る
一

普
通
法
時
代
の
議
論

B
G
R
ι
施
行
以
前
の
学
読
と
は
、
代
洲
行
為
の
効
h
M
L
，
彰
一
叩
守
す
る
意
思
灯
京
存
r
引
e

取
山
、
悪
山
一
円
七
韮
門
主
有
過
凡
へ
を
、
代
剤
入
、
Y

一本

人
と
の
い
ず
れ
を
基
咋
に
判
断
す
る
か
を
め
ぐ
り
広
見
が
対
立
し
て
い
ん
川
千
試
の
ほ
と
ん
ど
は
、
'
ヘ
浮
に
お
け
心
意
思
表
出
の
、
ヂ
体

古
木
八
と
代
理
人
と
の
い
す
れ
二
、
あ
九
州
か
と
い
う
町
内
ム
円
か
ら
、

ご
の
m
川
山
口
仁
川
ー
す
る
終
え
を
世
J
さ
山
し
た
。

(
一
)
ヰ
人
行
為
説

代
却
に
お
打
る

JZE衣
一
不
の
土
什
い
を
本
へ
と
み
る
見
併
で
あ
る
し

提
唱
苫
の
庁
ヴ
ぷ
一
一
ー
に
よ
れ
ば
、

代
哩
'
へ
は
、
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別
手
ん
に
伝
え
る
運
べ
J
R
へ
に
す
い
汽
な
い
っ

そ
の

g
M咋
ド
代
評
人
と
使
貯
と
の
限
ト
大
き
な
違
い
ヅ
ら
い
、

こ
の
珪
詩

怠
思
表
不
の
効
果
に
影
山
内
オ
る
お
事
情
の
有
川
は
本
人
会
一
基
苧
仁
判
附
さ
れ

は
、
代
珂
人
が
判
断
基
準
に
な
る
丹
、
し
人
も
ま
た
認
め
て
い
る
L

〕
か
、
て
こ
の
弾
丸
而
九

:λ
かいいす
Q

宇一以

に
ト
士
。
し
y

、

士
一
)
代
表
説

日
京
明
、
代
市
川
一
y

、
行
為
一
説
の
お
で
知
ら
わ
〈
い
る
こ
の

日
マ
品
司
法
灯
時
代
、
事
く
の
品
者

代
討
に
お
け
ふ
九
五

辺
氏
ぷ
円
、
一
丁
体
は
打
、
主
(
人
で
あ
る
。
本
人
は
立
nu
長
示
に
珂
守
す
る
F

~

〆
は
な
く
、

の
底
思
表
不
に
基
づ
い
ふ
古
ぺ
J

す
る
法
律

効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
と
け
で
あ
ゐ
と
す
る
υ

こ
の
い
~
併
を
と
る
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灯
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は
、
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に
お
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る
告
日
衣
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灯
、
一
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仲
は
代
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で
あ
る
た
め
、
そ
の
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に
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町
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一
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ぼ
す
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右
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も
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仁
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代
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、
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〆
+
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H
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近
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の
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所
以
代
表
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の
抑
制
明
と
切
り
離
し
と
行
う
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あ
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と
、
張
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の
は
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し
ん
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一J

ノ
カ
は
、
代
間
一
に
お
い
、
法
律
行
為
の
訪
日
安
何
十
充
足
寸
る
工
休
は
代
理
人
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
基
づ
工
、
、
代
町
人
的
思

す
る
〉
¥
き
と
一
般
的
に
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
υ

む
し
ろ
、

1
 

8
 

民

法
意
・
五
M
r
?
七
百
央
委
要
件
と
す
る
包
々
の
法
規
範
の
趣
旨
に
出
ら
し
て
、
/行学ぇmw 

意
や
ふ
富
山
ム
U
過
失
だ
け
を
基
準
い
ま
巴
去
↓
小
の
効
力
、
人
々
一
判
断
ず
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

の
一
て
つ
い
効
果
主
目
、
一
に

ゴ
問

J
1
4

若
す
る
、
一
丁
問
的
事
情
は
ロ
忠
門
戸
、
一
丁
体
で
あ
る
代
辺
人
を
基
準
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
か
、
悪
、
広
や
宮
古
十
戸
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夫
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ど
の
よ
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に
、
告

日
じ
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内
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場
介
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U
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の
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体
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で
あ
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